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コツトンラット糸状虫の実験室内維持法の研究

－イエダニ飼育装置の簡易化と

感染動物の計画生産の試み－
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備えて，中性洗剤を加えた水を入れたパット内にこの水

槽を置いた．イエダニの巣となる素材として青梅綿を用

い，この装置を室温29°Ｃの`恒温室内湿度70～90％に設

置した．

ダニの飼育と感染ダニの作製：ダニの飼育繁殖には，

装置内のダニに金網で作った袋に入れたマウスを吸血餌

として与えた．使用後のマウスは，クロロホルム入り麻

酔瓶に入れて附着ダニの殺滅を行ったのち処理した．

Lc感染ダニを得るには，末梢血中ミクロフィラリア濃

度が500～1,500ｍf/2.5ｍｍ３のＬｃ感染コットンラット

を金網ケージ（野鼠捕獲器８×２０×９ｃｍ）に入れ，飼

育装置内のダニに一晩吸血させた．翌日大部分のダニが

離れた時点でコットンラットを金網ケージごと取り出

し，これにピレスロイド系粉末性殺虫剤（ピレサイド

Ｐ：長岡駆虫剤製造）をふりかけて殺ダニ処理を行っ

た．

ダニ体内に取り込まれたＬｃのミクロフィラリアが感

染幼虫になる時期を知るために，Ｌｃ感染コットンラッ

トを吸血後のダニを経時的に40匹ずつ集め，これを解剖

してダニのＬｃ感染率およびＬｃの感染幼虫への発育率

を見た.吸血後１週目には78％のダニがＬｃ幼虫を保有

していたが，そのうち感染幼虫に発育したものは26％に

過ぎなかった．吸血後９日以後では，Ｌｃ感染成体ダニ

の死亡および若虫が成虫に発育することにより，成体ダ

ニのＬｃ感染率は５０％前後と低下するがダニ体内のＬｃ

幼虫のほとんどが感染幼虫であった（Tableｌ)．

コットンラット糸状虫ＬｉＺｏ"zoso肱Ｓｃαγ〃Z（Lc）に

感染したコットンラットSigmocJo〃ハゴＷａ"Ｓによりジ

エチルカルバマジンの抗フィラリア作用が発見されて以

来，この感染モデルは抗フィラリア剤スクリーニングに

繁用されて来た．Ｌｃの嫌介動物であるイエダニ０，"i-

Zﾉｶ。、ﾉss"ｓ６ａｃｏＺｉ（以下ダニ）は１．逃亡によるトラブ

ルを生じ易い．２．飼育条件の微妙な差により繁殖が影

響を受け易いことから，一定の容器にとじ込めてダニの

分散を防ぐ試みがいくつかなされている．

筆者らは廉価で簡便なダニの飼育装置を考案し，これ

を用いて得たダニおよびダニ体内のＬｃ幼虫の発育状態

を検討し，その結果に基づきＬｃ感染コットンラットの

計画生産を行なっているので報告する．

ダニ飼育装置：ガラス製角型水槽（縦25×横40×深さ

28cm）の上部内面周囲にニクロム線（100Ｖ,100Ｗ）を

耐熱性テープで貼りつけ，安全装置として温度ヒューズ

(130°Ｃ）および電流ヒューズ（１Ａ）を取りつけた．ニ

クロム線が折れ曲がるとその部分の抵抗が増加するの

で，耐熱性の充てん用パテで隅角に曲線をもたせた．ニ

クロム線は最後に絶縁して交叉させ，導線と接続したの

ち電圧調整器（Ｏ～130Ｖ，１０Ａ）につないでニクロム線

周囲の温度が50～70.Ｃになるように電圧を３０Ｖに調

整した（Fig.1-2)．また停電およびヒューズの溶断に

本研究の一部は真鍋奨学財団の援助によった．
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鞭：

使用した場合，吸血後９～１１日目でダニ１匹当りの感染

幼虫数は１隻程度であった（Tableｌ）ので感染幼虫数

の歩止Dがこれより大幅に低い場合を考慮に入れた場

合，1匹の未感染ラットに対し少なくとも'00匹のＬｃ感

染吸血ダニが必要であると考える．そこでダニにマウス

を３～４日に－度ずつ吸血させてダニの繁殖を促し，

2,000～5,000匹の未感染ダニを用意する．最後の吸血か

ら３日後のダニ感染源のコットンラットを吸血させ，更

にその５日後にもう一度別の感染源コットンラットを吸

血させる．感染源に使用したコットンラットは，前述の

殺虫剤で殺ダニ処理後２週間以上再使用しない．最初の

感染源吸血から10日後に，５～６週齢の未感染コットン

ラットを金網ケージに５匹入れて一晩吸血感染させた

後，殺虫剤をふりかけて２時間以上放置した後ラットケ

ージに戻す．その５日後にも同じ装置内のダニを用いて

別の５匹の末感染コットンラットの感染を行う．この第

２回目のコットンラソト感染後約２週間は３日毎にマウ

スを吸血させてダニ数の回復をはかり，その後ふたたび

上記の感染をくりかえす．Fig.３のごとくＡ，Ｂ２個の

装置を用意して１５日間の日差で上記の感染を行えば，

Lc感染コットンラットの生産．供給を継続的に行うこ

とが出来る．

考察：現在までダニの逃亡を防ぐ試みとしては，青梅

綿を入れたデシケータ中でダニを飼育し，ダニおよびコ

ットンラットのＬｃ感染は中性洗剤液を張ったパッド､の

上に置いたケージの中で行う方法（佐々，１９７０；田中，

1964；神田・田坂，1966ａ；同，1966ｂ）と，比較的大

型のステンレス製タンクを用いてこれに通電による発熱

装置をとりつけてダニの逃亡を防ぎつつ床敷用カンナク

ズを巣としてダニの飼育繁殖および感染の過程を同一の

容器内で行う方法（Schneider，ｅＺａＬ１９６８；McCall，

1976）等がある．しかし前者の方法では経験上デシケー

Ｆｉｇ．１Thebreedingcontainerofmites．
「
】

Ｆｉｇ．２Circuitdiagramofthebreeding
conｔａｌｎｅｒ．

Ａ：nicromwire（100Ｖ，１００Ｗ）

Ｂ：ｈｅａｔｆｕｓｅ（130.Ｃ）

Ｃ：leadingwire（125Ｖ，７Ａ）

Ｄ：ｐｏｗｅｒｆｕｓｅ（1Ａ）

Ｅ：voltagetransformer

コットンラットへのＬｃ感染計画：以上の結果にもと

づき抗フィラリア剤スクリーニング用に毎月２０匹のＬｃ

感染コットンラットを生産する場合の実施計画を作った

(Fig.３)．ダニのＬｃ感染源として末梢血中ミクロフィ

ラリア濃度500～1,500ｍf/2.5ｍｍ3のコットンラットを

（６２）
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タ内にカビの発生が多く，また密閉状態にあるため結露

しやすい．さらに吻合容器と蓋の接合部に付したグリー

スにダニが付着してしまうなどダニの損失を招きやす

い．後者の方法では比較的大きなタンクが用いられてい

るため汚物処理が行いにくく，同時にステンレス製タン

クおよび付属装置にかなりの費用がかかるなどの問題点

を残している．

ここに発表した飼育装置はデシケータを用いた場合に

比し，カビの発生が少なく結露も起こらない．またグリ

ースも使用しないのでダニの損失の問題は大幅に改善さ

れた．操作の大部分は長ピンセットで行えこれをこまめ

に洗剤液につけることにより，デシケータの蓋の開閉時

のように実験者にダニが移行する機会はほとんどなくな

った．ステンレス製タンクを用いた方法と比し，製作費

が'/,o程度でありまたコットンラットを小型の金網ケー

ジに入れることにより，動物のあつかいが容易となっ

た．装置の小型化により，装置全体を水洗することも可

能となった．本装置は当教室で１年間連続使用したが故

障を認めなかった．また停電の際にも装置内の空気の流

通を極力抑えれば大部分のダニは綿内にとどまった状態

にありかダニの逃亡はほとんど認められなかった．
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HANDY EQUIPMENT FOR REARING MITES AND SCHEDULED INFECTION

OF MITES AND RODENTS WITH LITOMOSOIDES CARINII

Yosaburo OIKAWA15, Toshiro SHIBUYA2),

Sadao NOGAMI3) and Shokichi TANI"

(l) Department of Medical Zoology, Kanazawa Medical University,

Kahoku-gun, Ishikawa 920-02, Japan ; 2) Department of Parasitology,

Teikyo University School of Medicine, Itabashi-ku, Tokoyo 173,

Japan-, 3)Department of Parasitology, Institute of Medical

Science, University of Tokyo, Minato-ku, Tokyo 108, Japan)

Handy and inexpensive equipment was devised for rearing Ornithonyssus bacoti mites based

on the fomerly introduced idea of electric heating (Schneider, 1968, McCall, 1976) for inhibiting

mites from escape out of breeding container. Glass water tank (25 X 40 X 28cm) was used as con

tainer, top inside of which was equipped with nicrom wire (100V, 100W) sticked by heat resistant

tape. Heat fuse (130° C) and power fuse (1A) were incorporated in the wiring for safety. A 30

volt current was good to heat at 50-70° C.

Based on the results obtained by experimental rearing of mites in this devise under the room

condition of 29° C and 70-90% humidity, scheduled infection of mites and cotton rats was attained,

producing 20 infected rats every month, which successfully worked out in our laboratory for more

than a year.
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